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ハーフタイムに関してのガイドライン 

                         

          

① ＷＢＧＴが３１℃以上であった場合 

 ○ハーフタイム７分を実施 

 ○第 3，４Qの残り 2分 30秒を切った時点で，1分間の給水タイムを設ける。（給水時期につい

ては，審判の判断とする。また，2分 30秒に近い時期にタイムアウトがあり，給水タイムの必

要がないことを両チームが了承した場合は設定しなくてもよい。） 

  ※給水タイムの際には，コーチやチームスタッフは戦術的な指示をしないこと。（タイムアウト

ではなく，あくまでも給水のための時間であるため。） 

② ＷＢＧＴが２８～３１℃であった場合 

 ○ハーフタイム７分を実施 

 ○各チーム指導者に対して，各クォーターでタイムアウト取ることを要請する。 

  （試合の流れよりも，選手の身体的負担の軽減を優先することを強要する。） 

ＷＢＧＴが２８℃以下の場合 

 ○ハーフタイム５分で実施（現行ルール通り） 

 ○各チーム指導者に対して，各クォーターでタイムアウト取ることを要請する。 

  （試合の流れよりも，選手の身体的負担の軽減を優先することを強要する。） 

  

①②③の場合は，会場にアナウンスを行い，条件および各チームへの働きかけの共通理解を図る。

（時刻によって環境が変化した場合は，その都度変更していく。）なお，今大会においては，順位決

定戦を行うチームが同一会場になることから，平等性が保たれていると判断し，各会場での状況に応

じて対応することとする。 


